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ご
行
楽
の
あ
と
の
憩
い

齪

象

⑳

中

ル

に

罧木卸論木議

9●11

ベ
ト
ナ
ム
反
戦

関
西
学
生
総
決
起
集
会

神
戸
で
、
府
学
連
も
参
加

尿
都
府
学達
は、
来
る
十
九
B
、
神

戸
市
内
で
、
「ベト
ナ
ム反
戦
関
西
掌

生
決
起
祭
会
」
に参
加を
予
冠
し
て
い

る
.
こ
れ
は
、
現在
、
「平
和
解
洪
』

と
い
う
幻
想
性
を
世
界
に
ふり
ま
き
東

開
ア
ジ
ア
反
共
軍
事
同盟
の
テ
コ入

れ
、
北
ベ
ト
ナ
ム
綬
攻
の体
制
固
め
と

み
ら
れ
る
「マ
ニ
ラ
参
戦
国会
識
」
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ベト
ナ
ム
戦
箏

の
泥
沼
化
と
日
本
政
府
の
「原滋
寄

港
、
原
空
母
雷
燕

戦略
物
賢
の
製

童
、
輪
出
」
な
ど
に
よる
載
争
加
担
に

対
し
げ、
大
阪
府
学連
、
兵
庫
県
学
連

の
呼
び
か
け
に
呼
応
し
て
神
戸
ア
メ

リ
カ
領
事
官
包
囲
デ
モ
な
ど
で
反
戦運
[

勤
を
蜻
り
上
げ
て
い
こ
うと
する
も
の

京
都
肘
学
連
で
は
、
二
十
一
日
のヴ

エ
ト
ナ
ム
反
戦
ス
ト
で
参
加
し
た学

生
千
五
百
人
を
基
盤
に
、
同
志
社湘

立
命
館
、
京
大
を
中
心
に
そ
れ
以
上

の
参
加
を
朋
待
し
て
い
る
。
な
お
、

各
校
か
ら
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る

予
定
で
あ
⇔
。

地

評

府
警

に
抗

議

10
・2ー
デ
モ
弾
圧
に
対
し
て

10

・
2ー

ヘ
ト
ナ
ム
反
戦
デ
モ
で
、
反
代

一謙
鞍
.酔鍵
鞍
難
ど
で
府
警
機
動
隊
と
激
突
レ
兀
際
、機

動
隊
二個
小
隊
側
は
警
鰺
を
ぬき
デ
モ

隊
の学
生
等
の
頭
部
を
強
劃
、
石段
下

星

で
の
挙
生
一人
の
露
傷
を
含
め
、
多
数

が
負
場
レ
た
事
件
に
関
し
、
京
都
地
評

は
二十
五
日
、
正
式
に
京
都
府
警
に
対

し抗
議
文
を
渡
し
、
併
せ
て
抗
議
し

た
。そ
れ
に
河
し
府
警
側
は
二
十
八
日
、

午
前
十
一時
に
口
頭
で
次
の
よ
う
に

商

十
一月
六日
合
ロ)

臨地
講
演
「島

園
め
ぐ
り
」
八時
三十
分
学
生
部
前
集

合

　
て
お
り
、
今
回
の
事件
も
、
多
く
の市

民
、
参
加
者を
巻き
込
ん
でお
り
、
府

警
の
態
度
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が

強
く
望
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
タ
刊
京

都
の
配
者
が
暴
行
を
受
た
こ
と
に
関
し

て
も
、
関
西
写
罠
報
遺
記
者
ク
ラブ
、

新
聞
協
会
な
ど
も
抗
議
文
を
発
表
す
る

よ
う
勤
い
て
お
り
、
府
警
が
ど
の
よう

な
態
度
を
表
明
す
る
か
注
目
さ
れる
。

解
箸
し
て
来
た
。
「警
官
が
警
棒
を

ぬ
い
た
事
実
は
な
い
」
地
評
は
こ
の

よ
う
な
解
答
が
予
想
さ
れ
得
た
も
の

で
あ
る
と
し
て
府
警
に
対
し
あ
ら
た

、
め
て
厳
重
な
抗
議
を
す
る
と
共
に
再

調
査
を
命
じ
、
場
合
に
よ
って
は
公

響

文
。セ
つき
つ
け
る
か
ま
.几で
一

東大

法
学
京部太で

書五
検年

撃制

簾

莇
羅

認
緊

塁

.蕪

㎎
馨

韓

馨

行して馨

てお嘉

択は学

 会で
の抗
議
、
国
会
で
の
抗
議
が
な
さ

れ
て
いる
。
こ
のよ
う
に
府
警
11
国
家

権
力
の
天
衆運
動
に対
す
る
弾
佳
は
以

上
の
こ
と
から
も
わ
か
る
様
に
、
容
易

な
ら
ぬ
も
の
であ
る
こと
が
指
満
さ
れ

五現業の争議行為

か
か
げ
た
争罎
行
為
は
、
処
罰
の
対
象

ζ
なら
な
い。
こ
の点
の疑
問
が
は
っ

き
り
しな
い
こと
(二
)判
決
で
は
「公

社
な
ど
の争
議
行
為
の制
限
は
、
合
憲

で
ある
」
と
し
て
いる
が
、
こ
れ
は
I

L
O
の
解
釈
と
も逮
っ
て
いる
。
工
L

O
の
判
断
は
「日
本
にお
け
る
一徳
的

な
争
議行
為
の禁
止
は
不
合
理
で
あ
る

」
と
し
てお
り
(と
く
に
、
尊
売
公
社

一な
ど
と
具
体
」
,
,
遮ノ
C
いる
)
工

東
大法
学
部
(久
保正
幡
学
部
長
)
で

は
、
二十
七
日開
か
れ
た
学
部
教
授
会

で
、
昨
年
釆検
討を
続
け
て
き
た
再
門

一教
青
の
充
実
方法
の
一
つと
し
て
専
門

.課
程
を
三
年制
に
す
る
結
酷
を
出
し

た
。
こ
の制
皮は
来
年
秋
か
ら
契
施
さ

一れ
る
か
、
二
年
制
と
、
三年
制
を
当
分

一
ス
ト
権
復
活
に
強
い
影
響

最
高
裁
は
、
去
る
二
十
六
日
「公
務
員
の争
議
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
現
祉
の公
労
法
(H公
共
企
桑
体
等
労
働
関
係

法
)
の下
で
も
、
争
護
に
行
為
に
疹
加
した
公務
員
は
、
基
本
的
に
は
「労
基
法
」
が保
証
さ
れ
る
べき
で
あ
り
、
政

治
目的
、
累
力
、
不
当
撹
期
ス
ト
な
ど
を伴
わ
な
い場
合
、
刑
事
制
裁
の
対
象
とほ
な
ら
な
い
」
と
い
う
判
決
を
下
し

大き
な
反
響
を
浪ぼ
す
も
の
と
し
て
注
目さ
れ
て
いる
。

今
回
の
最
商裁
判
決
は
、
三
十
三
年
春

闘
で起
った
「東
京
中
央
郵
便
局
の
職

場
薩脱
事
件
」
の上
告
嵜
判
決
公
判
で

行
っ
たも
の
で、
一審
の
東
京
地
裁
判

決
で
は
「公労
法
は
、
国
家
公
務
員
法

の
よ
う
に
争
議
に対
す
る
処
罰
規
定
を

設
け
て
い
な
い
こと
、
な
ど
を
理
由
に

公
労
法
違
反
争
議
に対
す
る
制
裁
と
し

て
は
、
解
臆
と
民箏
免
躍
剥
奪
が
あ
る

の
で
、
正
当
な争
議
行
為
に
対
し
て
は

刑
事
冒
任
は問
わ
れな
い
」
と
し
て
、

被
告
念
員
が
無
罰
判決
を
醤
い
わ
た
さ

れ
馬
検
察
側
の
控
鹸
に対
し
て
、
第
二

響
で
東
京
高
等
裁
判所
は
「第
一審
は

法
令
解
釈
を
誤
所た
」と
し
て
原
判
決

(
一審
判
決
)
を
破棄
し
、
差
戻
し
判

決
と
した
。
そ
し
て
、弁
護
側
が
こ
れ

に
対
し
て
上
告
、)て
いた
も
の
で
あ

る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、
公労
法
の
適
用
を

う
け
る
三
公
社
五
現粟
(郵
政
、
国

鉄
、
電
電
な
ど
)
や
、地
方
公
営
企

業
の
職
員
の
争
議
行
為は
①
政
治
目

的
②
暴
力
行
使
③
不
当
に長
期
な
ど

が
伴
な
わ
な
い
場
合
(この
解
釈
は

依
然
裁
判
所
に
ゆ
だ
ねら
れ
る
が
)

刑事
賀任
は
問
わ
れ
ず
、
公
労
伝

一
や、
地
方
公
労
法に
よ
る
解
腫
、
懲

戒
処
分、
損
轡
暗
償
酌
求
な
ど
を
尚

わ
れ
る
こと
に
な
る
。

こ
の
判
決は
、
「東
京
申
果
郵
便
圃職

場
離
脱
事
件
」
の第
二
番
巣
京
高
裁
判

決
の
否
足、
圧
尻し
で
あ
る
が
、
去
る

二
十
一日
の
日教
租
ス
ト
参
加
を
め
ぐ

っ
て
強
い
制残
に出
よ
う
と
す
る
政
府

側
にも
大
き
な
反
響
を
及
ぽ
す
も
の
と

琢

れ
る
・
建

、
L
。
霜

謹

に

俸
なう
、
公
労
紘の
改
止
に
公
務
貝
の

ス
ト
擢狸
得
を
め
ぐ
る
、
政
府
に
対
す

る
つき
あ
げ
も
一庸
強
ま
る
こ
と
が
予

}測
さ
れ
よう
。

職
組
一組
合
貞
の
繊

顕
然
の
封
決

で
あ
り
、
鷲
'＼には
あ
た
りな
い
。

生
に
ま
か
せ
ら
れる
と
いう
こ
と
で
あ

る
。東
大
で
は
、
二
年
目
の後
半
(教
養

課
程
が
一年
半
と
い
う
こと
V
か
ら

專
門
課
目
が
と
れ
る
こ
と
にな
って

い
る
が
、
専
門
教
育
の
不
十分
さ
が

各
学
部
の
共
通
の
問
題
と
な
って
お

り
、
院
の
改
組
、
学
部改
革な
ど
か

な
り
大
幅
の
変
革
に
手
が
つ
けら
れ

て
い
る
。
今
後
、
他
の大
学
にお
よ

ぼ
す
影
響
もあ
り
、
今後
の同
学
部

の
動
向は
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
京
大
法
学
部
でも
学
門
の性
格

上
、
四
年
制
で
は
無
理
であ
る
と
いう

こ
と
か
ら
五
年
制
を
検討
中
であ
る
と

い
う
情
報
も
一部
に
あ
る
。

古
記
録
展
に
二
百
人

11
付
厨
図
書
館
11

付
属
図
書
館
主
催
の
古
記
録
展
が
、
二

十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
三
日
聞

本
館
陳
列
室
で
開
か
れ
た
。
展
示
品
と

し
て
は
婁
要
文
化
財
の
兵
範
記
や
菊
亭

本
の姥
内
記
そ
の
他
数
点
が
あ
っ
た

が
、
一日
目
の
入
場
者
は
延
べ
に
し
て

約
二百
人
程
度
で
あ
り
、
踏
通
で
は
読

へ
社公三最窩

裁
判
決

庁
岡
昇
教
授

(労
働
法
)
、

に
聞
く

I

L
O

見

解

を

大

き

く

反
映

-判
決
の
全文
は
新
聞
報
道
だ
け
で
繭ド
ラ
イ
ヤ
ー報
告
な
ど
では
「政
治
的

は
、
わ
から
な
い
の
で、
法
的
に
ど
こ

活
勤
は
本
釆
、組
合
活
動
に
含
ま
れ
な

ま
で
真
実
を
伝
えて
い
る
か
は
っき
り

い
」
「労
働
者
の争
臓
行為
は
公
務
輿

し
て
な
い
。
し
かし
、
三公
社
五
現
桑

を
含
め
て
生
活確
保
の当
然
の擢
利で

の
単
純
な
争議
行
為
は
刑
事
罰
の
対
象

あ
る
」
と
言
っ
て
いる
。
最
繭
戴
判

と
は
な
ら
な
いと
のう
判
決
は
理
齢
的

決
で
も
こ
の
点
を
認
め
て
い
る
。
払

に
営
然
で
あ
ろ
う。
問
題
恵
と
し
て
は

国
の
掌
界
で
は
「あ
ら
ゆ
る
政
治
的
争

(
一)
三
十
八
年
三月
十五
日
の
最
簡

議
行
為
は
刑
事
罰
の対
象
にな
ら
な
い

裁
第
二
小
法
廷
判
決
では
、
これ
ζ反

」
と
い
う
の
が
多
数
意見
であ
り
馬
「

対
の
解
釈
を
し
て
いる
の
に四
年
の
間

公
社
の
争
議
行
為
を禁
止す
る
と
いう

で
最
蕎
裁
が
こ
の
解釈
を
訂
正
す
る
判

こ
と
は
、
事
業
が
国民
生
活
にな
く
て

決
を
出
し
た
こ
とは
雄
断
と
いえ
る
。

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
た
てま
え
であ

こ
れ
は
、
工
L
O条
約
の考
え
が
反
映

り
、
そ
の
た
て
ま
え
から
「労働
者
の

し
て
い
る
と
い
え
る
。
工
」
0乗
約
、

生
活
を
守
る
た
め
」
の
政治
的
要
求
を

め
な
い
古
文書
のた
め
一般
の関
心
は

あ
ま
り
撮
り
上
がら
な
か
った
よ
う
で

あ
る
。

複
眼
時
評
筆
者
紹
介

前
号
ま
で
小
林
、
上
田
、浅
井
、
岡田
各
先
生

に
執
箪
し
て
い
た
だ
い
て
妊
騨
を
博
し
てお
り
ま

し
た
穣
眼
時
評
は
次
号
よ
り
新
し
く左
記
の四
先

牛
方
に
担
当
し
て
いた
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
鋭
い
両
眼
を
とお
し
てと
ら
えた
気
の
き
い

た
時
事
工
ソ
セ
ー
、研
究
生
活
の間
に
浮
ん
だ
謡

題
、
日
々
の
生
活
で
の体
験
な
ど
を
新
進
煮
銃
の

先
生
方
に
書
い
て
い
た
だ
く
予
で
す
.

ご
期
待
下さ
い
。

×

×

×

杉
野
翠
夫

(ウ
ィ
ル
ス
研
究
所
敦授
・生
化
字
)

渡
辺

突

(教
盤
恥
助
数
授
・文
学)

柴
田
光
蔵

(法
学
部
助
敦
授
・ロ
ー
マ法
)

小
林
淳
鑓

(保
健
診
療
勝
助
手
・神
経
科
)

融
嚢
難
詑
慶

曽

}

枕
の
争
鼠
行
為禁
止
を
言う
こと
は
問

題
が
あ
る
。
(三
)
、
今後
の聞
題
と

し
て
公
労
協
な
ど
組
合
側
が
「I
」
O

百
君
粂
約
批
准
を
要
求
する
」と
牝張

し
て
い
る
が
(百
号
条
約は
「止当
な

争
議
行
凝
に
参
加
し
たも
の
を刑
罰
で

処
罰
し
て
は
な
ら
な
い
」と
し
て
い

る
)
I
L
O
が
「正
当な
争
蟻
行
為
」

難
瞳
鰭
難
鞍
聾

か
ら
と
い
っ
て
、
争
議
行
為
の正
当
性

が
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
は問
題
が
残

ノ

る
。
む
し
ろ
、
「平
和
を含
め
て、
労

働
者
の
生
活
保
護
の
た
め
の
争
議行
為

は
、
社
会
的
に
も
相
当
な
広
箱
囲
で行

わ
れ
る
場
合
に
は
、
正
当
で
あ
る
」
と

い
う
意
識
を
國
内
的
に
確
立
し
て
ゆ
か

な
け
れ
は
、
I
L
O
だ
け
の
対
応
関
係

で
は
発
分
な
こ
と
と
は
い
え
な
い
。

§

渡辺助教援

 

京

学

文

開

か

れ

る

各
分
科
会
ご
と
に
鉤
日
ま
で

選
の
先
頭
をき
っ
て
、選
挙
が
十
七
日

か
b
行
な
わ
れ
て
いる
が
、
二十
九
日

ま
で
に八
学
科
の
自
治
委
員
改
選
が
行

わ
れ
た
も
よ
う
で
あ
る
。
現
在
反
民
膏

系
自
治
委
員
の
進
出
が
大
幅
に
見
ら

れ
、民
青
系
目
治
委
員
と
の
人
数
比
は

十
人選
ば
れ
た
中
で
は
、
九
対
二
で
あ

り
、そ
の他
欠
員
一
(東
洋
史
学
科
)

不
明
一と
み
ら
れ
て
い
る
。

西
日本
医
学
生
体
青
大
会

秋
期

大
会
開
く

先
週
(十
五
～
二十
二日
)
一週
間
に

渡
っ
て第
一八
回
西
日
本
医
科
学
生
総

合体
育
大
会
(略
し
て
西
医
体
と
い

う
)
秋期
大
会
が
京
都
プ
ロ
ソク
(本

学
と
府
立
医
大
、
大
阪
、
関
西
両
医

第
三
回
京
都
学
生
学
術
文
化
会
謎
(略

祢
夙学
文
)
は
「箪
国
主
義
從
活
の
現

状
と
掌
問
文
化
の
創
遣
的
発
展
の
方

向
」
の
テ
ー
マの
も
と
に
二
十
五
日
か

ら
三十
日
ま
で
同
志
社
大
学
・立
命
館

大
学
府
立
勤
労
会
館
の
各
会
場
で
開
か

れ
た
、
会
議
は
二
十
五
日
勤
労
会
館
で

開
会
、
全
体
会
議
・文
化
祭
典
が
あ
り

会
議
の
中
心
で
あ
る
各
分
科
会
は
二
十

九
日
周
志
社
大
学
に
お
い
て
自
治
会
活

大
)
を
主
体
と
し
て
各
会場
で
開
か

れ
、
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げた
。な
お
西

医
体
関
係
者
に
よ
れ
は
、
こ
の
会
の
王

旨
は
医
学
生
間
の
親
睦
と
友
構を
深
め

る
こ
と
で
勝
敗
は
二
の
次
であ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
本
学
の場
合
、

体
育
き

同
様
に
自
治
会
とは
完
全に

別
個
の
組
織
を
持
っ
てお
り
、大
会
の

麗
史
も
相
当
古
く
、
西
日本

(名
古

昼
、
金
沢
以
西
)
で
二
十
四
大
学
、五

千
九
百
人
の
汝
加
と
十
九
種
目
(秋期

十
五
、
冬
一、
夏
三
種
目)
と
多
彩
な

催
レ
を
含
ん
で
い
る
こ
と
、
な
どを

強
調
し
て
い
る
。
曽こ
の
半
面
実
力
の
力

・は
水
準
以
下
で
あ
る
こ
と
も
認
め
て
い

十
一
月
祭
テ
ー
マ
決
ま
る

第
八
回
十
即月
祭
の
テ
ー
マ
が
次
の
よう
に決
ま
った
。

脊
年
よ

そ
の
眸
で
真
実
を
み
よ

黒
實
が
置
く
の
し
か
か
る
今

と
も
に
固
く
腕
を
くみ

ぼ
く
ら
の
震
史
創
造
へ

さ
ら
に
一歩
前
進

た
。
な
お
秋
期
大
会
総
合
順
位
は
一位
岡
山

大
、
二位
久
留
米
大
、
三
位
九
大
で
本

学
は
五
位
に
終
った
。

動
と
文
化
活動
、
ゼ
ミ
等
の
問
題
別
分

科
会
が開
か
れ
、
三
十
日
に
は
立
命
館

大
にお
い
て哲
学
・法
学
。政
治
学
・

文
掌
等
の分
野
別
分
科
会
が
聞
か
れ

た
。
会議
期
間
中
、
演
劇
発
表
会
・交

流
会
・うた
こ
え祭
典
等
の
催
物
も
行

な
わ
れ
た
。

丈
学
部
自
治
会
選
挙

反
民
青系
目
治
委
が
優
勢

文
学
部
自
治
会
では
、
学
部
目
治
艮
改

大阪学大名
称変更闘争

学
生

大
阪
学
芸
入
学
(北
山
除
夫
学
長
)を

大
阪
趣
胃大
学
に
名
称
変
更
す
る
か
ど

う
か
で
紛
争
の
就
い
て
い
る
同
大
天
正

.ヒ

ケ
で
敏灘
延
期

当
局
闘
争
分
散
化
を
待
つ

寺
分校
(天王
寺
区南
河堀
町)
で
は

二十
六
日
、
変
更
の
最
終
決
定
を
予
定

し
て
いた
教
授
会
が
学
生
側
のピ
ケ
で

邑

本
紙
で
す
で
に
何
回か
報
じ
て
い
る
よ
う
に
工
教
問
題
は
、
現在
に

非
常
に
困
難
な時
点に
直
面
し
て
い
る
。
東
北
大
工
教
で
は
、
工教
学

生
の
工
学
郡編
入が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
情
報
も
流
れ
て
い
る
。東
工

大
の
動
向
も
ま
た決
し
て
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
次
号
では
更
に

緻
密
な
問
題
分析
と
新
し
い
情
報
を
掲
或
す
る
予
疋
で
あ
る
(編
集
部
)

況
と
い
わ
れ
る
今
日

の
日本
経
済
状
況
の
下
に

・目
的
学
部
"
工
業
教
員
養成
学
部
反

対
」
の
ス
ロ
ー
カ
ン
を
掲
げ
て無
期
限

ス
ト
(約
一カ
月
余
り
で新
入
生
塚
集

の
停
止
、
工
叢
教
育
講
曝新
設
を
文
部

省
当
局
に
働
き
か
け
る
と
の確
約
を
取

っ
て
終
思
)
に
入
っ
た
横浜
国
大
工
教

学
生
自
治
会
の
ス
ト
ライ
キ
竃
言
文
の

冒
頭
の
言
粟
に
明
確
に象
徴
さ
れ
て
い

る
。

った
労
働
者
"手
に
は
技
術
、
心
には

労
使
協
調
の
労
働
者
"
の
必
要
性
、そ

のた
め
の
工
業
高
校
教
員
の
急
造
、
こ

れ
こそ
が
工
築
教
員
養
成
制
肢
の
本質

で
あ
る
」
と
。

零

、

あ
り
な
が
ら
、本
学
工
学
部
の
学
生
は、

九
月
は
じ
め
にす
で
に九
十
何
%
の
就

職
先
内
定
者
を
出し
、
相
変
わ
ら
ず
の

就
職
賞
庶
とし
て
、
我
世
の
春
(秋
?)

を
誰
歌
し
て
いる
。
だ
が
、
同
じ
理
工

系
掌
生
で
あ
りな
が
ら
、
来
年
度
の
就

職
希
盟
者
の
うち
、
現
在
、
就
職
先
決

足
者
がわ
ず
か
三十
%
と
い
う
学
生
達

も
い
る
。そ
れ
が本
学
を
は
じ
め
と
す

る
北大
、東
北
大
、
東
工
大
、
横
浜
国

大
、
名
工
大
、金
沢
大
、
広
島
大
、
九

大
の
全国
九
国
立
大
学
に
併
置
さ
れ
て

い
る国
立
L業
教
鼠
養
成
所
(以
下
、

工
教
と
略称
)
の学
生
達
で
あ
る
。
工

教
の
設寸
過
程
に
つい
て
は
、
昨
秋
十

月
二
日
以来
、
「工
教
制
度
即
時
廃
止

・工
学
部無
殺件
編
入
。糊
年
度
新
入

擁
の
鍾
氏中
止
・.」学
部
内
に
丁
業
教

育
講
轡
新
設製
求
。単
科
大
学
化
反
対

.彼

　

等
は
宮
う
「我

工々
教

学
生
は
、
今
ま
で
五
年

㎜

部
省
が
⊥
業
高
校
の
教

.文

・
架

足
を
解
消
す
る
た

め
、
全
国
九
国
立
大
学
に
三
年
制
の
臨

時
工
業
教
員
獲
成
所
を
設
け
た
昭和
三

で
あ
った
。
こ
う
し
て
無
兼
苦
奈
な
設

備
鼓
資
を
行
な
い
、
技
術
革
新
が
叫
ば

れ
てい
た
当
時
、
文
部
省
の
出
し
た
資

料
によ
れ
ば
、
産
業
界
の
要
請
す
る
中

堅
技
術
者
即
ち
工
蕃
向校
卒
業
生
の
不

足
数は
、
昭
和
三
+
五
年
度
四
万
三
千

ロ

人、
昭
和
四
十
五
年
度
四
万
六
千
人
で

十年
間
の
細
計
は
約
四
十
四
万
人
と
推

定
さ
れ
、
この
不
足
を
解
消
す
る
た

②工
業
課
程
の
拡
充
に
あ
た
って
、
還

気
、
機
械
、
工
業
化
学
、
土
木
、
建

騨
な
ど
需
要
の
高
い
学
科
に
軍
点
を

置
鬼
③
こう
し
た
工
菜
高
校
拡
発
に
伴
っ
て

工業
教
員
を
確
保
す
る
た
め
、
短
期

の
工巣
教
員
養
成
所
を
設
置
す
る
と

とも
に
、
育
英
会
奨
学
資
金
の
増
組

等
に
よ
って
学
生
の
吸
収
を
図
り
、

う
短
期閻
の変
則
的
修
業
限
(短
大
卒

で
も
な
く
無
論
四年
制
大
学
卒
の
学

士
弩
を
取
る
こ
と
も出
来
な
い)
で
あ

る
た
め
、
専
門中
心
主義
つま
り
職
人

養
成
的
な
性格
、
およ
び
教
育
制
皮
の

榎
線
化
等
の
理
由
から
、
受
け
入
れ
側

の
九
国
立
大
学
教
員
組合
反
対
声
明
、

国
会
に
お
り
る
社
会党
議
員
ら
の人
柾

問
題
(職
巣
選
択
の
自由
を
犯
す
も
の

教
育
工
学
部
設
置
へ
の
動
向

闘
争
自
体
も
困
難
に
直
面

間
、
国
家
櫓
力
と
い
う
全
く
の非
人
閻

的
な
ダ
ン
ナ
と文
部
省
の下
女
11学
校

当
局
の
問
に
無
理
大
理
に也
み
落
さ
れ

た
藤
の
子
と
し
て
、
屈
辱
と芒
悩
の毎

日
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
困
家
轍
刀

の
、
教
育
理
念
を
完
全
に
破
壊し
去
っ

た
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
工
業教
員
養
成

制
皮
、
そ
れ
は
資
本
衣
達
の{,以上
の

人
聞
擁
敢
の
欲
求
か
ら
導
き
出さ
れ
て

き
た
。
〕ロ本
箕
本
工
義
の
発
展
にみ
あ

十
六
年
と
い
う
年
は
、
女
保
闘
敏
の
劇

的
な
終
焉
週
醒
に
あ
って
、
日
本
質
本

主
義
経
済
が
貿
易
75替
の
自
田
化
を
さ

っか
け
に
技
術
単
新
を
過
ら
れ
、
政
肘

の
「低
公
勢
」
「所
得
伝
増
d
剛
」
と

い
う
美
も11
欺
醐
穀
の
玉
に
「生
蔭
性

向
上
」
「企
巣
体
質
改
善
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
池
山
囚
閣
が
「
両

度
経
済
成
魂政
餓
』
に
の
り
だ
し
た
算

め、
昭
和
四
十
二
算
度
ま
で
の
工
業
高

校
拡
冗力
釧
と
し
て
、
文
部
省
は
次
の

よ
う
な案
忍
打
ら
出
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れば
、

①
蘭校
生
急
増
刈榮
で
、
工
業
.曲
杖
の

充実
を
重
点
剛に
取
り
」
げ
、
甲
和

三
十
五坤
反
か
りの
十
勾
間
に
、
工

業
商
横
卒
へ者
を
四
十
四
力
人
増
や

あ
わ
せて
、
教
員
免
㎡の
再
検
討
、

鰭
策
者
の椅
過
に
つ
いて
も
特
例
を

設
け
る
な
ど、
騎別
の
措
趾
を
図

る
。
と
い
う
も
の
であ
る
。

㎜
、
,㎜
く
て
、
昭
和
三十
六

㎜力

耳
・
恥
謎

法
に
よ
り

朗
記
九
左
争に
国
V
ー黛
教
艮
獲
成
所

が
設
y
さ
れ
た
の
で
ある
が
そ
れ
に

対
し
て
、
設
概
当
時
か
ら
三
力
4
と
い

と
し
て
)
、
教
育
免
司
問
題
、
工
教
の

仙
麗
など
に
つ
い
て
の
質
固
な
ど
、
各

力
圓か
り

反
対
遡
副
が
辰
囲
さ
れ
九

の
で
あ
った
。
こ
う
し
た
酒
〃
酒
を
孕

み
な
が
ら
、
強
引
に
設
V
さ
れ
た
L
教

は
、
学
生
に
対
し
救
氷
料
浦
納
届
(、払

柴
料
の
㎞恥
を
而
網
さ
ゼ
、
教
職
に
フ

け
ば
納
人
し
な
く
て
よ
い
が
、
他
の
場

合
は
凶
ち
に
納
入
さ
せ
る
制
炭
)
を
狙

制
す
る
と
と
も
に
、
教
職
以外
の成
績

証
明
轡
発
行
を
禁
止
す
る
と
い
う
アメ

と
ム
チ
の
力
策
の
中
で、
学
生を
教
員

へ
「し
ば
り
つ
け
」
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
種
々
の
問
題
が、
池
田

内
閣
四
年
間
の
高
度
経
済
成
長
政
策
の

必
然
的
破
綻
、
お
よ
び
「ド
ル
危
機
」

「ポ
ン
ド
危
機
」
の
世
界
的
不
況
の
嵐

の中
で
、
日
本
資
本
主
義
の
再
編
過
程

にあ
る
現
在
、
反
動
文
鄙
省
と
独
占
産

業
界
と
いう
紐
胎
内
に
あ
っ
た
当
時
以

来
の
1教
の
鞭
檀
し
た
.矛膚
と
し
て
、

裾
U」し
てき
た
の
も
旨
然
の
こ
と
だ
と

い
え
よ
う。
乏
う
し
て
、
い
ま
や
、
工

教
の
学生
た
ち
は
「し
ば
り
つ
け
」
ら

れ
た
L叢
教
以
への
就
職
す
ら
承
吋
能

な
状
態
(本
年
度
の
大
阪
府
」
業
教
員

の
就
職
華な
と
は
、
実
に
自
数
十
人
に

一人
)
に
概
かれ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一一詞
勘
嚇
藤
懸
認

に
、過
ム行
な
わ
れ
て
き
た
改
民
闘
繁

'催
・か
ま
一λ、
本
年
六R月、
艇
丁鱒入
に
お

い
て
闘
か
れた
全
国
上
教
学
友
な
た
公

で
は
「」
あ
肺内
に
ー
業
教
脅
講
歴
湖

計
」
㌢
山
へ
の
・編
入
」
と
い
う
曜
求

ぼ
錫
け
る
暴
人r
致
集
t、
「噺
修
制

な
り
何な
り
で
小
足
し
て
い
る
一年
分

を
楠
い、
四
督
制
卒
の
資
格
(堂士
号
)

を
与
えよ
」
と
い
う
東
工
大
工
教
案
と

が
出
され
、
純
理
論
的
判
断
に
重
点
を

置
く
へき
か
、
可
能
観
を
重
視
し
た
斐

求
を満
たう
へき
か
に
つい
て
討
議
が

な
さ
れ
た
ので
あ
る
が
、
そ
の
後
、
文

部
省
か・52の
釆
翁
度
雰
集
中
止
(本
年

度
は
各
工教
と
も
募
集
を
行
な
.た
)

通
缶
が
あ
・た
た
め
か
、
記
省
の
訪
れ

た
東
巳
大
工教
を
は
し
め
各
工
教
と

も
、
学
誓
の間
に
揃
め
ム
ー
ド
が
溝
っ

て
い
る
と酋
えな
く
も
な
い
と
の
情
況

で
あ
り
、今
後
い
かに
運
勤
が
組
ま
れ

て
い
く
へ
き
か困
難
な状
況
に
あ
・Qよ

ろ
て
あ
る
6

匿

♂
拶
瀧
、雛
目笠

大
、
名
⊥
人隅
広
踊人
の
い
ず
れ
か
に

「教
旨
⊥
学
品
(便
称
)
」
な
る
も
の

が
設
け
ら
れ
、
持
に奥
⊥左
に対
し
て

は
、
人、閥
山
の
喫
山人
本
鄙
の複
数
♂

部
M
改
編
に
とも
な
っ
て、
丁
業
教
員

良
臨
の
た
め
の
≠
耶
、醜靴
に対
す
る
文

鄙
省
側
の
申
し
入れ
があ
った
と
い
う

こ
こ
で
あ
る
。
こ
の
よう
に
、
二、
三

の
人
'-に
教
肴
工
肇
削を
新
し眠し
、
現

・ー5の
エ
教
脆
止
に伴
つ
一切
の.〃ぬ
を

回
遜
せ
ん
とす
と手
直
し
案
の内
谷
に

つ
い
て
は
、
本
紙
一三
〇
二号
(十
月

十
日
月
)
二
画
の
秋
の
課
題
特集
を
参

照
さ
れ
た
い
と
思
う
が
、問
題
は
こ
の

よ
う
な
目
的
学
部
即
ち教
員
獲
成
学
部

の
設
置
に
よ
っ
て
は
、
何ら
工教
制
皮

の
請
矛
酒
に
対
す
る
本
質的
な
解
決
に

は
な
り
え
ず
、
む
し
ろ
現
工
教の
縮
小

再
生
産
以
外
の
何
物
で
もな
いこ
と
を

謡
識
し
、
単
なる
「学
士
号
」
の物
取

め
・、義
に
陥
る
こ
と
な
く
、
全工
教
掌

生
が
い
か
に
問
題
解
決
に
有
効に
、
巳

つ
本
質
的
に
機
能
す
る
か
と
いう
こ

と
、
てし
て
そ
れ
を
工
教
以
外
の学
⊥

に
楓
極
的
に
ア
ノ
ピ
ー
ル
し
、
強力
な

支
援
俸
制
を
組
ん
で
い
く
か
と
い
う
こ

ド

と
に
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
ため
に

は
、
東
L
人
で
も
.てう
で
あ
る
が、
本

学
に
於
い
て
も
、
同
学
く(民
F口執
行部

と
f
教
目
沽
会
の
イ
ヂ
オ
ロ
キ
ー
的
軋

鯨
を
の
り
こ
え
、
現
行
教
育
制
捷
の
一

つの
映
徴
的
ね
ジ
扇
解
決
の
た
め
に
、

社
≠
同
は
し
め
民
肖
糸
以
外
の
済
派
が

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
工
教
問
題
櫓

を
介
舗
的
な
≠
内
外
の
問
題
と
し
て
、

広
範
な
文
援
圓
爵
逢
辰
開
せ
ん
こ
と

欝
鋼
轄
欽
難
琶

姑
期
さ
れ
た
。

二
十
日
に
入
上
寺
学
生
大
会
で
ス
ト

権
が
確
晃
さ
れ
、
二
十
二
日
に
全
学

教
魯
投
梨
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。
二

十
五
日
に
は
学
名
変
更
の
硬
山
を
求

め
て
艶
畏
団
交
が
午
後
開
か
れ
た

が
、
大
学
側
の
あ
い
ま
い
な
態
度
の

た
め
長
び
き
、
学
生
側
の
追
及
の
う

ち
に
二
十
ハ日
甲
朝
に
散
会
し
た
。

同
日
午
前
九
時
に
は
大
王
寺
学
生
集

会
が
閣
か
れ
、
教
撲
会
阻
止
と
教
冒

に
変
吏
反
対
投
菓
を
要
求
す
る
こ
と

な
と
を
決
め
た
。
七
し
て
午
前
十
時

か
ら
の
教
冒
投
票
の
た
め
に
投
票
場

へ人
う
つと
す
る
各
教
目
に
反
対
投

票
への
説
得
を
し
た
。
し
か
し
昼
過

ぎ
に
投
禁
が
綿
切
ら
れ
た
結
果
で
は

変
庭
壷
誠
一
一八
、
反
対
四
六
、
白

票
九
、
爆
妨
二と
な
り
、
教
冨
と
し

て
の
噛
度
は
飴
成
と
決
.凡さ
れ
た
。

こで
争
牛
側
は
各
臼
路
会

(天
上

-M、
池
田、
平
野
各
分
枚
)
や
ク
ラ

ス
単位
で詳
議
し
た
が
、
も
は
や
教

,へ
会決
疋は
不
可
虻
で
あ
り
掌
硅
側

も
刀
の隈
界
し達
し
た
と
の
見
ゐ
か

一

た
。
【時
半
頃か
ら
天
土
寺
自
治
会

派
の
学生
は
続

と々
本
部
正
門
西
側

の
郎
下
に座
り
込
み
を
始
め
、
そ
の

数は
約
二
百名
に
達
し
、
一時
娘
か

ら
開
か
れる
は
ず
の
教
授
会
へ出
席

し
よ
う
とや
っ
て来
た
教
授
を
「変

更
反
対
、教
授
会
実
力
阻
止
」
な
ど

を
シ
ェ
プ
レ
ヒ
コー
ル
し
て
追
い返

し
た
。
そ
の
ため
に
教
授
会
は
開
か

れ
ず
、
二
時過
ぎ
に
σ
門
人
ロで
学

塩
課
畏
が
学
4.側に
「本
日
の
教
授

会
は
延
期
、
次
回は
未
足」
と
発
表

し
た
。
し
か
し
学生
側
は
納
得
せ
ず

各
目
沿
会
ご
と
に
集会
を
開
いて
学

校
側
へ
代
表
を、肱
り
「次
の
教
授
会

は
い
つ
や
る
の
か
」
を
追
求
し
た

が
、
学
校
側
は
は
っき
り
し
た
回
答

は
し
な
か
った
。

大
宇
が
、
三分
校
に
分
散
し
て
い
る
の

を
玩
合
し
た
い
と
の
昂
望
を
も
つ
囎

方
、
予
算
を
出
す
文
部
省
は
.ての
代
り

に
教
員
養
成
と
し
て
の
教
青
大
学
へ
の

名
称
変
更
も
要
求
し
て
い
る
と
み
ら
れ

てい
る
。
学
校
側
は
教
旨
の
環
成
多
数

を
得
た
余
裕
か
ら
掌
生
側
の
盛
り
上
り

が
下
火
に
な
る
の
を
待
つ
方
什
の
よ
う

で
あ
る
。
(次
号
に
大
阪
学
大
闘
争
の

ル
ポ
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
)

二
十
一日
の
ベ
ト

ナ
ム
反
戦
統
一行
勘

は
、
労
働
指
皿蔀
の

日
和
見
を
別
と
し
て

掌
生
が
唯
一闘
う
部

隊
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
よ
う
な
も

ので
あ
った
。
そ
れ
な
り
に
反
戦
行
動

を
起
し
た
労
働
組
合
への
圧
遣
と
分
断

が
加
わ
え
ら
れ
、
型
通
り
の
手
入
れ
と

処
分
決
定
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

▼
二十
一日を
頂
点
に
、
大
幅
に
増
幅

さ
れた
反
戦
意
識
の
高
揚
も
、
現
実
感

覚
調
節器
と
平
衝
感
覚
器
と
の
作
動
に

よ
っ
てな
ら
さ
れ
、
次
第
に
、
あ
り
き

た
り
の、
日
常
生
活
感
寛
の
強
域
に
埋

没
し
て
い
って
し
ま
う
。
▼
還
き
彼
方

の
ベ
ト
ナ
ム戦
争
が
私
迂
に
、
ど
の
よ

う
な
意味
を
持
って
い
る
か
す
ら
を
も

知
ら
ぬ
幸せ
な
人
達
も
あ
る
こ
と
た

し
、
や
や
突き
出
し
す
ぎ
た
現
異
感
覚

の
触
覚
を
い
とお
し
む
が
如
く
自
己
の

生
活
次
元
に
回
鼎す
る
の
が
何
故
悪
い

の
だ
ろ
う
かな
ど
、
「我
が
内
な
る
ベ

ト
ナ
ム
へ
」
と
、
ベト
ナ
ム戦
争
を
転

化
し
得
な
か
った
聾
の
つぶ
や
き
も
聞

こ
え
る
。
▼
二
十
一日
の府
学
連
軌
一

行
動
の
総
括
が行
な
われ
よ
う
と
し
た

市
役
所
前
で
、
突
如
、機
動
隊
が
棍
棒

ふ
り
か
ざ
し
、
学
生
に
襲
いか
か
って

き
た
。
ラ
ス
ク来
洛阻
比闘
争
の行
な

わ
れ
た
七
月
六
日
総
揺
集会
の夜
の事

態
が
こ
こ
で
思
い
出
さ
れる
コ
▼私
達

の
日
常
生
活
に
充
満
し
き
った
、
危
機

感
や
倫
理
性
の
欠
如
と
い
った
も
の

は
、
高
々
、
あ
の
よ
うな
対
国
家
機
力

と
の
対
時
の
中
に
お
いて
し
か
認
謙
し

得
な
い
と
い
う
こ
とは
醤
ぶ
べき
こ
と

な
の
だ
ろ
う
か
、悲
し
む
べき
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
▼
不
断
に私
達
を
圧

迫
し
脅
え
つ
づ
け
さ
せる
国家
権
力
の

一点
を
突
破
し
よ
う
と
すれ
ば
、
私
達

が
十
の
量
質
の
ジ
グ
ザグ
デ
モを
行
な

え
は
、
多
分
そ
の
数
倍
の
量質
の弾
圧

が
は
ね
返
っ
て
く
る
。
▼だ
が
、自
都

の
学
生
デ
モ
は
文
字
虚
り
「質
的
転
換

」
が
展
開
さ
れ
つ
つあ
る
。
一周期
ほ

ど
埋
れ
た
そ
の
よ
う
な波
が
今
明礁
に

京
都
に
ま
で
到
達
し
た
と
い
える
し
、

阜
晩
全
国
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
▼そ
の

こ
と
は
、
国
内
情
勢
、
国外
橘勢
の
緊

追
の
中
で
国
家
椿
刀
と
桑手
で
とり
く

む
、
将
来
す
る
学
生
運
動
の
一つ
のカ

一向
を
示
し
て
い
る
。
▼
あ
き
ら
か
にな

廼

こ
毒

京
都
で
の
学
生
運
動が
・
一

も
は
や
前
進
す
る
こ
とは
あ
っ
ても
、

断
じ
て
後
退
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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〈
刊
行
の
こ
と
ば
V

徴
界
の
鼓
動
、
人類
の
脈
博
が
、
直
接
われ
わ
れ
の

胸
に
伝
わ
っ
てぐ
るよ
う
な
現
代
の
名
薪
・名
年
を

時
ウ
移
さ予
、
日本
の
若
い
読
者
の
ま
えに
提
供
レ

よ
う
と
い
う
狙
いで
、
こ
の
「河
出
ワ
ール
ド
・プ

,ク
ス
」
を
刊行
し
ま
し
た
。

(
世
界
へ
向
か
って
開
か
れ
た
窓
V
これ
が
「河
出

ワ
ー
ル
ド
・プ
ヅク
ス
」
の
存
左
理
田
です
。

A

・M

・
シ

ュ

ケ
ネ
デ
ィ
プ
レ

ン
の
筆
頭
、
シ

レ
ジ
ン
ガ
ー
が

く
人
間
ケ
ネ
デ

す
べ
て
。類
書
を

す
る
最
高
評
伝

ア
メ
リ
カ
で
最

貫
録

(サ
ン
ケ
イ
新

サ
ル
ト
ル
/

交
学
`

飢
え
た
子
侠
の
前
で
文
学
に
何
の
意
味
が
あ
る
か
ー
サ
ル
ト
ル
の
発

言
を
テ
1
マ
に
フ
ラ
ン
ス
精
鋭
作
家
6
人
に
よ
る
シ
ン
ポ
ン
ウ
ム
。

三
田
新
聞
評

サ
ル
ト
ル
の
「
参
加
の
丈
学
」
の
理
諭
を
浮
彫
り
、

法
大
新
聞
評

言
語
の
機
能
と
本
質
を
探
る
。

定
価
3
5
0
円

鋤簸
.羅

.完
全
な
る
女
性
聾
動
.聚

腔
的欲
望
と
反
応
1
ー

ヘル
ダ
層
リ
ン
全
集

friedrich
hdder闘n

全
4
巻

責
拝
編
集
h
手
塚
富
雄

第
1
回
(第
3
巻
)

手
嫁
冨
雄
・続
珪
真
男
訳

ヒ
ュ↑

リ
オ
ン

エ
ム
ベ
ド
ク
レ
ス

リ
ル
ケ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
ら
に
深
い
影
響
を
与

え
、
現
代
を
鋭
く
照
射
し
た
ド
イ
ツ
最
尚
の

野
情
詩
人
の
全
貌
ー

定
価
1
、2
0
0
円

■
続
刊

1
詩
1
/2
爵
H
/
4
論
文
・陣
簡

河出1■房/東承神田小川町ろの6

夏
の
砦

難

醐磯

■
大
増
刷
、
絶
賛
発
亮
中
/

憂
讐
な
る
党
派
神
の
鼻
の
黒

幕

和
巳

足孤
5
0
0
円

光
る
聲

雛
併
円

い
穴

い
い
だ
・もも

定
価
4
8
0
円

笹
ま
く
ら
麟
髪

円

邪
宗
門
㈲
灘

だ
れ
が
邪
宗
と
呼
べ
る
か
1
時
代
を
拓
く
者
へ
弾
圧
の
嵐
!

昭
和
初
珂-
村
《
ポ
安
の
渦
中
に打
ち
存
て
た
〈
世な
お
し
〉
の
思
想
。現
学
、か
ら
の
悲

哀
と
氷
来
Nの
罫
響
を
、
架
㍗
の教
聞
の
歴
史
に
.軋し
て
語
る
長
編
2
、
OO
O
枚
!

醒

739
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穴

吉
本
の製

窪

[

そ
農

狽
ら
の
姐
女

あ
ま
た
の
を
の
こ
枕
く

乳
房
の
+に
眼
る
澱
識
は

孕ま
ざ
る
胎
と
乳
糞

乳
房
ζ
¢与

喫よ
と
。

また
して
も
女
だ
.
お
れ
の
脳
髄
を

白
き
形
態
の姿
体
でく
わ
え
こ
ん
だ
.

ぬ
め
ぬ
め
と
こ
の形
式
に視
筆
す
る
と

は
狸
褻
で
あ
る
。
そ
の
直接
態
は
酒

池
肉
林
の
汗
乱
で
あ
る
と
し
ても
、

お
れ
の
内
な
る
そ
れ
は
驚含
む女
と
、

あ
の
〈想
思
は
で
か
れ
ぬ
る人
を
と
ど

め
か
ね
我
身
は
今
ぞ
消
え
は
て
ぬめ

る
、
と
か
き
て
、
そ
こ
に
い
たず
ら
に

な
〉
った
か
な
し
み
の
但
勢
の女
たち

で
あ
る
.

　

む
か
し
、
女
が
こ
れ
と
い
うわ

けも
な
く
▼男
と
の伸
が
絶
え
て
い
た

が、
忘
れ
かね
る
こと
が
あ
った
の

か、
女
の方
か
ら
、

憂
きな
解ら
＼
ドr
弓
,ノも
芯れ
ね

ば

か
っ糧
み
つ
っな
ほ
ぞ
恋
し
き

と
折
れ
て
出
た
ので
、
場
も
そ
う
だ
と

思
って
、

逢
ひ見
て
は
心
ひ
と
つ
を
川
しま
の

水
の流
れ
て
絶
え
じ
と
そ
思
ふ

と
い
って
や
った
も
の
の
、
そ
の
夜
行

って
寝
て
し
ま
った
。
来
し
力
行
く
未

のこ
と
な
ど
を
語
り
明
か
し
て
、

秋
の夜
の干
夜
を
一夜
に
な
ず
ら
へ

て
八千
枚
し
ね
ば
や
飽
く
時
の
あ
ら

む

女
は
か
えし
た

秋
の
夜
の千
夜
を
ひ
と
夜
に
75せ
り

嵩
箔
葉
の
こり
て
鶏
や
な
き
な
ん

か
く
て
、
以前
よ
りも
一層
あ
は
れ
に

思
っ
て
、
男
は女
の
と
ご
ろ
へ通
っ

・た
。
(第
}=
段
】

む
か
し
男
と女
があ
った
。
互
に
か

な
し
い
ほ
ど
思
ひあ
って
いて
、
少
し

の
浮
い
た
心
も
な
か
うた
.
そ
れ
な
の

に
い
か
な
る事
が
あ
った
の
だ
ろ
ウ

か
.
露
ほ
ど
の
感
摺
の
行き
ち
が
い
か

ら
女
は
夫
婦
の
中
(世
の中
)を
憂
し

と
思
っ
て
、
家
を
去
ろ
う
と
思
って
、

こ
の
よ
う
な
歌
を
も
の
に
か
き
残
し

た
。い
で
て
い
な
ば
心
懸
し
と
い
ひや
せ

む

世
の
あ
の
さ
ま
を
人
は
知
ら
ず
て

男
は
そ
の
歌
を
見
て
、
ど
う
い
う
理
由

で
こ
う
な
った
の
だ
ろろ
と
ひ
どく
泣

い
て
、
何
処
を
櫟
し
た
も
の
だ
ろ
う
か

転位の立言の裏程をっら

コ惨悲

こ
ま
や
か
に
言
い
かわ
茎

に
な
・た

と

が
、
さ
毫

線
ん
だ
。

富
訳

芯
る
ら
ん
と思
ふ
心
のう
た
が
ひ
に

悲

あ
り
し
より
げ
に物
脚・か
な
し
き

猷

ま

女鰻
撃

のあ髪

巴
如

餓
辮鱗
購

わ

ら

、
終
に
は
疎

く
な

っ
て
し
ま

っ
た
.

"
こ

【馨

謂
か
な
し
か
髪

と

ナ

い
う概
念
の
形
式は
お
いた
と
し
て
、

ゆ
が
　　
から
　
お
とし
て
の　
への

轟
鱗
墨灘鎌
難

作
者
の
即
図
態は
あ
は
れ
そ
れ自
体
で

あ
る
.
そ
の
対自
態は
、対
象
化
さ
れ

た
葺
品
oと
レ
て
は
・裂
凶ま
る
女
と

い
た
ず
ら
に
な
り
し女
であ
る
。
羨
含

ま
る
女
に
神
へ
の
祈り
を
見る
こ
と
は

で
き
ぬ
.
作
者
は
あ
は
れ
に包
まれ
た

い
と
思
っ
た
わ
け
で
もな
いし
、
恋
愛

心
押
に
湾
立
っ
た
の
では
断
て
な
い.

作
者
が
持
続
し
て
いる
孤独
の時
間
、

時
性
すな
はち
形
而
上を
想
愈
フ
れば

明
ら
か
な
こ
とだ
.
だ
が、
僕
は
疑
わ

、

,

だ 二未登場

 

田
中
、
阪
本
は
ム
タ
ノ
、、、ンダ
丘
の

方
面
に
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に出
か

け
、
タ
刻
に
な
つ
て
から
帰
館
.

ダ
方
食
堂
に
出
る
.
阪本
が持
って

き
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
澱
唱
歌
集
を
バン
ド

マス
タ
ー
に
渡
す
と
、
「荒城
の月
」

「か
れ
す
す
き
」
か
ら
「可
製
い
い
べ

ー
ビ
ー
」
な
ど
す
ぐ
演
奏
し
て
く
れ

た
.
か
く
て
食
鴬
は
、
が
ぜ
ん
日本
調

の
夕
と
な
り
、
あ
ち
こち
か
ら
私た
ち

の
テ
ー
プ
ル
ヘ
シ
ャ
ン
ペ
ン
や胃
イ
ー

(ぶ
ど
う
酒
)
が
贈
ら
れ
た
。

表
通
り
の
檀
込
み
に
は
コ
ー
ロギ
が

「リ
ー
ソ
、
り
ー
ッ
」
と
鴫
い
て
す
で

に
秋
近
し
の
気
配
を
缶
げ
て
いた
.

ロ
植
惣
圏肪
間
ロ

七
月
三
十
日
、
ク
タ
イ
シ
行
の謝
画

は
酬
さ
れ
な
い
と
知
ら
窓
れ
た。
やむ

を
え
な
い
。

べ
元
。

と鮎つて箋

鐙

んで」
毅

粥
鎌
隊
離

ろ孫
逡
籠

鑛
窪

た
。

だ
。
世
の
中
を
憂
し
と
見
る
の
で
は
な

く
、
い
か
に
も
美
し
い虚
無
の表
現
で

人は
いざ
思ひ
や
す
冗

玉か
つ
ら
い
.
世
の
中
、
つ
ま
り
男
と
女
の
関
係
・あ
る
。
だ
か
〈
台
と
ひと
し
き
人
し
な

面
影
に
のみ
いと
憲

え
つ
つ

を
恐
し
意

う
の
だ
・
記

-
習

の
一け
れ
ば
〉
慮

菰
独
の・
窯

の表

こ
の女
は
久
し
く
な
って
た
え
か
ね
た

構
重
と
は
冴
え
き
った
悲
劇
な
の
だ
。

現
で
は
な
い
。劉
対
象
的
な
存
在
と
は

の
であ
ろ
う
か
、
男
の
も
と
に
置
い
よ

僕
は
ま
た
疑
わ
ぬ
、
作
者が
そ
の
と
き

一つ
の
非
存
泊
であ
る
ユ
てれ
と
し
て

こし
た
。

'でれ
を
女
だ
と
規
定
し
た
だ
うろ
こ
と

の
自
己
を
見
て
いる
の
だ
.
前
一.段
に

今
は
と
て忘
る
る
単
の
種
だ
に

を
。
存
仕
ヨ
る
も
の
、
【宏
・5】
は
自

お
い
て
、
そ
の非
対
敦
を
形
而
L
と
し

巖
鰍麗
奪
ずも墓

妃凝
鋸
灘
蕪

擬
漏
箋
醸
編
紳隷
8

わ
す
れ草
艇
う
と
ズ
にま
.、物
な
れ

態
に
お
い
て
女
竹
・無
で
あ
る
と
。
己

れ
、
崩
壌す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
耐
え

ば

れ
の
対
瞭
竹
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
お
い

ら
れ
ぬ
と
い
った
ま
で
だ
.

サ

思
ひけ
り
と
は
知
り
も
な
ま
し

一て
己
れ
を
対
象
化
す
へ
き
他
者
に
擬
え

ぽノ＼は
あま
り
に
も
伊
勢
に
か
か
わ

こ
んな
ふう
5
て
以前
疹
も
一層
罷

簸

間
の
磁
識
の
も
つ
不
快
兀
鵬
糠

馨

薙

義

男
と
は
処
女
を
内
包
し
て
い
る
の

ぎ
ぬ
。吉
本
が亡
の
出
立
に
お
い
て
現

だ
。
そ
れ
を
否
疋
さ
れ
る
と
い
う
受
動

実
社
会と
内
部
雑
界
の
格
闘
と
い
った

性
に
お
い
て
、
男
と
し
て
存
Vす
る
の

上昇
し
た
場
拠
に
め
った
の
で
で
は
な

だ
。
眠
って
い
る
う
ち
に
受
胎
し
分娩

、い
こと
は
、
〈時
聞
よ
、
わ
た
し
が
そ

し
た
あ
の
型
k
嵩
5
の
惟
意
伝
とは

れ
にに
ん
げ
んの
形
態
を
賦
与
し
ょ
つ

対
極
の
こ
の
畳
勘
仙
は
、
自
然
に
た
い

と願
って
き
た
時
聞
よ
、
わ
た
し
は
そ

}す
る
絶
対
性
の
恐
幅
な
の
だ
.自
然
の

の条
件
を
允
す
た
め
に
、
自
ら
を
独
り

一者
の
胎
か
ら
身
を
脱
し
た
旧
体
を
慮

で
堆
ま
せな
け
れ
ば
な
り
ない
で
あ
ろ

無
髪

蒙

巖

・
そ
れ
も
よ
い・
だ
白
う.
窪

し
醤

搾

忘

情
鉾

さ

一が
七れ
は
非
存
仙の
意
伝
で
あ
る
.

諮

博
物
館
を
み
る
。
こ
の
土地
が
胃て
た

詩
人
カ
ズ
ベ
ギ
関係
の
写
夏
、文
書
な

と
が
展
示
さ
れ
て
いた
。

煽
路
、
パ
サ
ナ
ウ
リ
の食
當
に寄

る
。
ジ
ョ
ル
ジ
ア
人
の
グ
ル
ープ
から

大
畝
送
を
う
け
る
。
「今
日は
私
の
息

子
の
磁
生
日
てす
。彼
は
レ
ー
ニ
ンダ

ラ
ー
ド
の
工
業
大
学
に
入
学
でき
て
、

私
は
う
れ
し
い
」
と
[杯
オ
嫌で
は
あ

っ
たが
、
う
れ
し涙
を
出
し
か
ねな
い

ほ
ど
の
様
子
であ
った
。

八月
二
日
。
田中
、阪
本
は
ト
ビ
リ

シ
の
西
爾
方
面
ヘ
エ
キ
スカ
ーシ
ョ

ン
.
山
下は
ホ
テ
ル
に
とど
ま
って
、

記
録
の
整
理
と
イ
ンツ
ーリ
ズ
ト
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
交
渉
に
あ
た
っ

た
。
田中
、阪
本
は
ト
リ
テ
ィク
ム
・

ペ
ル
シ
ウ
ム種
、
エギ
ロプ
ス
・ズ
ク

マ
ロ
ー
サ種
お
よ
ぴ
ト
リア
ン
シ
ア
リ

む
か
藁

が
い
か
馨

こ
毒

悪
2

た
と
き
だ
ろ
う
か
、
つ
ぎ
の
よ
っ
に
臥

哩

{

思
つこ
と
言
』
で
ゼ
た
た
に
や
み
ぬ
・

へき
潜
と
ひ
と
し
さ
人
レ
な
け
れ
ば

富(第3種郵使物認買D第讐305号

ロ
ム
ツ
へ
ータ
で口

七
月
二
十
九日
。
ト
ビ
リ
シ
は
四
世

紀
の
頃
から
ク
ラ
川
の
両
β
に
泳
え
、

六
世
紀
から
ジ
ョル
ジ
ア
の
首
都
とな

う
た
街
であ
る
。
そ
れ
以
薗
の
都
は
、

こ
こ
か
ら十
五
阜。ほ
ど
上
位
の
ム
ツ
へ

ー
タ
で
、
こ
こは
外
敵
の
来
襲
に
備
え

る
た
め
の
城慰
のあ
った
と
こ
ろ
で
あ

る
.人
ロは
八
曇
二〇
〇
〇
。
エ
レ
バ
ン

が
ほ
とん
ど
ア
ル
メ
ニア
人
で
あ
っ
た

の
とち
が
5て
、
そ
の
五
〇
%
が
ジ
ョ

ルジ
ア
(グ
ル
ジ
ア
)
人
で
あ
り
、
残

り
は
ロ
シ
ア
人
、
ア
ルメ
ニア
人
、
ギ

リ
ソ
ヤ
人
、
ユ
ダ
ヤ
人等
で
あ
る
。
ク

リ

ラ
川
の
断
塵
に
建
つ
ナテ
ク
ス
カ
ヤ
・

ツ
ェ
ル
コ
ヴ
教
会
に
立
つと
、
川
向
う

に
廿
城
が
そ
び
え
、そ
の
一隅
に
ユ
ダ

ヤ
教
区
が
あ
る

イ
ン
ツ
ー
リ
スト
・オ
ブ
ィ
ス
に
行

っ
て
ス
ケ
ジ
一ー
ル
の
打
合
せ
を
す

る
。
女
事務
員は
少
し
神
経
質
に
み
え

る
が
、私
の希
盟
を
お
う
よ
う
に
聞
い

てく
れる
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
す
へ

て
が
谷
れら
れ
る
か
と
っか
に
つ
い
て

は
た
より
な
い。

七
月
一一一十
一日
。
午
前
六
時
に
ホ
テ

ル
を
出
て
古
城
に
の
ぽ
る
。
ア
グ
ロ
ピ

ロン
、
ト
リ
テ
ィ
セ
ウ
ム
種
探
集
.
午

後
ト
ど
リ
シ
湖
騨
へ。
エ
ギ
ロ
プ
ス
・

シ
シ
ン
ド
リ
カ
租
、
ス
ク
ア
ロ
ー
サ
種

な
ど
冷採
集
。

口
力
ズ
ベ
ク
山
の
ふ
も
と
口

八
月
一日
。
コ
ー
カ
サ
ス
山
系
カ
ズ

ベク
山
(五
〇
四
七
メ
ー
ト
ル
)
の
ふ

も
と
カ
ズ
ベ
ギ
への
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
。
八
時
ホ
テ
ル
箱

札
復
五
〇
〇
♂

途
中
古
都
ム
ツ
へー
タ
の
古
教
会
に
立

寄
る
。
パ
サ
ナ
ウ
リ
に
て
朝
食
。
標
高

一
五
〇
〇メ
ート
ル位
ま
で
のと
こ

ろ
の小
麦
畑
は
、
主
と
し
て
丘
陵
の
高

み
にあ
る
.
ト
リ
テ
ィ
ク
ム
・ペ
ル
シ

ウ
ム種
りし
い
も
の
を
採
輿
し
た
。
確

れ
る
こ
と
で聞
接
的
に
は
現
実
の
危
機

を
感
覚し
て
ゐた
亀
わ
た
し
は
現
夷
の

風
贋
に対
応
写る
わ
た
し
の
精
押
が
存

在
し
て
いな
いこ
と
を
、
ど
ん
な
に
愕

い
た
こと
か
、
わ
兀し
の
不
仏
な
現
突

が
確
か
に
存
仁
し
て
い
た
Vと
い
う

「国
有
吋と
の
対
話
」
に
明
ら
か
だ
.

だ
が彼
の転
位
の
万君
の
盛
を
つ
ら
ぬ

ドジ ヴ ァ リス ・サ クダ リ教 会

く
溺
渇
と
2ー
惨
は
わ
た
し
は
ま
だ
嘉
切

し
てい
な
い
、
ノ
い
わ
ね
ば
な
ら
な
か

か
、
俗
を
断
っ
た
、
隠遁
者
の思
想
で

った
.
僕
は
伊
切
の
作
者
と
と
も
に
い

あ
っ
た
と
し
て
、俗
を
断
つ
こと
が
で

う
だ
'?
つ、
ぼ
く
は
ま
た
孔
81
さ
え
し

きぬ
と
い
う
体
(て
い)
のお
め
お
め

て
い
な
い
とち
こ
れ
り
の
立
体
の
表
敦

と
した
己
れ
へ
の自
嘲
では
な
い
.

の
位
相
の
遮
い
を
明
確
な
り
し
む
る
に

現
実
の時
問
と
空
聞
に対
し
て
占
脊

は
、
対
偶
は
命
題
に
つ
い
て
の
表
象
に

感
覚
を
持
ち
えな
い非
存
在
の
も
の

想
愈
を
お
よ
ぽ
せ
ば
よ
い
は
ず
だ
。
ぽ

の
、
関係
そ
れ
自
体
を
お
そ
れ
る
も
の

く
は
再
び
但
哨
を
諭
し
る
必
要
が
あ
る

の対
自
然
は
、
拒
絶
さ
れ
た
だ
け
倫
理

よ
つだ
.

的
な
存
白
であ
る
のだ
が
、
そ
れ
は
t口

本
の
い
う
モ
ラ
ル
い
つた
も
の
で
は
な

む
か
し
、
こ
れ
と
い
う
理
由
も
な
く

い.
百
一段
に、
あ
て
奉

鼠の
君
に

て
尼
に
な
っ
た
女
が
あ
っ
た
。
姿
を
か
り
て
、
世
の中
を
思
ひう
と
ん
じ
て
山

え
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
世
が
恋
し
里
に住
み
け
る
も
と
に
、
背
く
と
て
冠

く

も
の
の
み
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う

には
乗
ら
ぬも
のな
れ
ど
世
の
憂
き
事

か
、
葵
祭
の
見
物
に
で
か
け
た
。そ
れ
そ
よそ
に、なる
て
ふ
、
と
男
が
歌
を
よ

を
見
っ
け
て
或
る
男
が
、
こ
んな
歌
を

こし
た
と
いう
話
が
あ
る
。
作
者
は
世

よ
こ
し
た
"

の憂
き
硝
そ
よ
そ
にな
る
て
ふ
山
胆
に

世
を
つみ
の
あ
ま
とし
人
を見
る
か

住
み
た
いと
思
った
わ
け
で
は
な
い
.

ら
に

自
然
と
人
間
の
対
磯
性
が
人
聞
と
人
間

め
く
は
せ
よ
と
も
頼
臥
る
O
かな

と
の関
係
に
表
象
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

自
然
は
自
然
は
人
聞
は
自
然
と
と
も
に

†
辣
な
皮
因
と
い
っ
た
も
の
では
な
一恐
怖
であ
り
、
彼
の
心
埋
は
自
然
の
底

い
.
お
}ζり
く
は
自
朋
で
ある
.自
り
一の虚
慧
にむ
い
て
い
る
。
、」が
傾
は
無

ロ

繍

建

講

霧

蒸
で殊
な
いの苓

苓

そ
れ
は
中
世
の
脅
ゆ
る思
里

ピ
、
・
曇

蕎

の
霞

竺

表
現

と
行

為

の
乖

離

☆

ー

・
・°:

思

想

の

衰

現

の

行
為
事
実
へ
の
還
元

現
実
の
拒
粕
は
、
己れ
の廃
性
の表

現
に
お
い
て
、
倫
埋
の貌
をお
び、
そ

れ
が
塊
実
の
秩
序
のカ
へず
れ
て
い
く

倫
こ
とは
、
砲
無
が岬
岡
であ
る
こ
と

の
僧
侶
的
表現
であ
る
。

ある
囚
人
の勉
ロー
ー

お
れ
は
そ
の普
通
的
な
脚
熟
と
いう

も
の
に
己
れを
見
出
し
、時
間
と
自
己

と
の
一な
る
こと
を
知
った
。
だ
が
、

一}⊂れ
を
袖擁
し
、自
d
の位
相
を
貞
に

「量
9、
七
れは
範
臨
にお
い
て
形
式
と

な
る
.
あ
の隔
眺さ
れ
た
場
に
、
時
そ

れ
自
体
の樽
限
にお
か
れ
た
お
れ
は
、

目
偽的
に
ぞれ
であ
り
、
す
へて
の
有

一在
毫

の
の所
宴

譲

蝋
の
底
に

脚
る
っ
た
と
思
っ
た
.
時
間
と
は
寂
謬
そ

れ
自
体
だ
。
生
理
的
に
け
だ
る
い
朝
、

一そ
のけ
だ
る
さ
か
意
識
佃お
お
って
い

し
み
の
貌
が
在
る
。
モ
れ
も
ホ
た
寂
翠

た
る
時
間
の
形
式
で
は
な
い
の
か
。

お
れ
は
妓
弱
し
て
い
く
。
食
道
と師

胴
を
ー
ら
ぬ
く
因
体
に
、
つ
め
た
い
究

洞
を
感
じ
る
。
そ
れ
は
ひ
え
き
った
意

識
と
の
同
位
で
も
って
奇
妙
に
お
れ
を

満
足
さ
せ
た
.
男
は
飯
の
こ
と
を
と
や

か
く
い
う
も
の
で
は
な
い
と
は
、
16
れ
{

一の
]
喜

だ
が
、
一くれ
は
哩
偽
の
竿
身

を
か
か
え
た
お
れ
の
倫
押
と
な
っ
た
の

一だ
。肉
体
が
う
つ
く
。
愈
識
に
と
2て
の

自
然
と
は
舌
瘤
の
別
名
だ
ー
あ
の
場
拠

を
占
拠
す
る
。
ヒ
れ
は
政
治
的
幻
想
、、

思
想
と
し
て
の
行
為
で
あ
♪
た
は
ず

だ
。
だ
が
、
お
れ
の
罪
状は
建
蓮
物
杖

㎜灘
難
塁

璽
販懸
伽墾
沸
盤

一な
ら
な
い
矛
晒
や
鄭
小
醸
や
滑
稽
感は

思
想
目
体
匹
と
っ
て
鋭
い問
題
を
投
げ

か
け
ず
に
は
お
か
な
い
の
で
あ
る.
も

し
も
れ
ゐ
ぜ
の
　
ズ
に
しぶ
んを
ぶ
ぎ

し
て
し
ま
裂

も
・
と
も
あり
ふL

た
行
鳥
し
か
し
て
いな
い
人聞
の像
が

え
り
れ
る
。
ま
た
思
想
者
の
次
ルにじ

ぷ
ん
を
抽
蟹
し
て
し
ま
一スぱ
、
膨大
な

思
想
の
像
が
λ
り
れ
る
〉
【思
憬
田
刀

翫藷

嚢
蒙

τ

ー

新藁
が

文
学
部
東
館
に
鴫
永

よ
り
竃
発

も
ので
・
+
万

璽

か
b
鯖
さ
れ
る

}

作
り
れた
。
ζれ
は
文
争部
β
装
6
の

同
窓
会
で
ある
以
又云
へ代
表
左
山
定

一又
掌
部長
)
の岱
付
金
約
白
力
円
に

一悲
哀
とは
表
現
と
行
為
の
乳
離
を
つ
ら

ぬく
情
念
の欠
如
と
い
った
も
の
か
。

お
れば
そ
こ
には
断
じ
て
な
い
.
ム
現

{は
そ
の表
象
を
意
識
し
た
し蓬

す
で

吉本隆明著

自立の思想的拠点

店書徳

一【一一層一

鷺
騨
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墨

には是非!
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癒

非
夏

の槽
分
的
勃

し
か
あ
り

ら
れ
た
臨

の
な
か
を
、
こ
の
痴

に

聯灘
灘
欝
醗
魏雛
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灘
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購
磁墾
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灘
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㌫

 
悪
の
間
を
ゆ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
静
か

垢
」
が
如
何
に
し
て
〈
睡
更
雨現
実
〉
一部
世
界
と
外
的
現
実
と
の
格
闘
の
鹸
理

に何
かが
沈
澱
ず
る
。
お
れ
は
あ
ら
ゆ

と
の
対
話
の
ほ
う
へ移
向し
たか
は
、

に
固
執
す
る
。
てれ
が
彼
の
転
包
で
あ

る
牡
仙を
、
実
在
の
形
相
を
眺
め
る
.

こ
の
作
品
に
つづ
く
く転
位
に
よ
っζ

った
か
りだ
。
自
己
の
内
部
の
世
界
を

薯

や
かに
驚

に
吸
引
さ
れ
て
い
く

明
り
か
に
さ
砦

け
れば
弩

蘇

v
庫
実
と
考
吻
け
・
篶

し
・鐸
化
す

名曲レコくト,ン

夏゚ξ齢 ぶる ら ん ぶ 乙く裳の店
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彼
の
何
か
が
す
れ
て

面◇
◇
◇
◇
父
蒙

◇
Ω◇
◇δ
◇
9
羨

◇
輿

タ
イ
シ
地
方
の
高
地
の
み
に
栽
培
さ
れ

て
い
る
が
、
し
だ
い
に
近
代
コ
ム
ギ
に

代
り
つ
つ
あ
る
。
穂
が
折
れ
易
い性
質

を
も
って
い
る
の
で
、
弥
ユ
ナ
ク
ビ
と

言
わ
れ
る
二
本
の
棒
の
一端
を
細ひ
も

で
結
び
つ
け
た
道
具
で
、折
り
とる
よ

疲
れ
て
ね
む
る
記
録
帳
枕
に

植
物
薗
訪
問
。正
面入
U
偏占
城
の

断
塵
に
あ
っ
て
、
一五
〇
財
ほ
ど
の
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
そ
こに
植
物
園

が
展
開
す
る
。
数
十年
前
には
全
く
乾

燥
の
裸地
で
あ
う
た
と
ころ
が
、
今
は

立
派
な
自
然
生
態檀
物
園
と
な
って
い

る
。
こ
の
よ
う
な仕
事
は
地
妹
な
こ
と

で
、
誰
が
訓
倒
し
、
こ
れを
実
行
し
た

か
、
そ
れ
は
多敏
の
人
々
のリ
レ
ー
に

よ
っ
て
で
き上
っ
た協
大
な
仕
事
で
あ

る
と思
わ
れ
る。

総
面
積
一二
八
紛

植
え
られ
て
いる
櫨
物
は
=
一〇
〇

種
であ
る
。
そ
のう
ち
五
〇
%
は
日
本

種
と
中
国
醒
で
え
ん
じ
ゃ、
に
し
き

壼
、
かき
等
日
本
個
有
の
欄
物
もあ
っ

た
.
暗
菓
館
で
コ
ム
ギ
、
エ
ギ
ロ
ブ

ス
、
種

の々
い
ね
科
檀
物
の
標
本
を
調

連
日
強
行
軍
の

エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

か
と
は
い
え
な
い
。
ム
レ
テ
よ
り
は
急

坂
の
峠
遭
と
な
る
。
翼
向
い
に
万
年
割

を
い
た
だ
く
四
、
○
O
O
M川の
高
山を

眺
む
断
崖
を
切
「て
つ
く
ら
れ
た
ド
ラ

イ
ブ
ウ
ェ
イ
を
の
ぼ
る
.
お
花
畑
展

開
.
無
限
に
広
う
が
る
緑
の
大
牧
野
は

空
に
つ
づ
い
て
い
る
。
乖
群
、
そ
こ
、

こ
こ
に
。

は
る
け
く
も
カ
フ
カ
ス
の
花
たず
ね

来
し

わ
れ
に
手
セ
ふ
る
峠
の
乙
文堅

グ
ル
ジ
ア
の
乙
女
つ
る
わし
カ
フ

カ
ス
の

滴
ら
に
す
め
る水
の如
く
砥雫

踪
を
越
λ
てカ
ズ
ベギ
の村
に
郷
改

ス種
を採
象
し
て
帰
る
。

八
月
三目
.
ト
ビ
リ
シ
の
東
北
テ
ラ

ど
への
エヰ
ス
カ
ー
シ
コン
。
れ
復
三

五
〇
.回.
こ
の地
方
の
作
物
、
ト
ウ
モ

ロ
コシ
、
ブ
ド
ウ
、
ス
イ
カ
等
.

八
月
四
H「
植
勃
園
内
の
植
物
教
室

に
メ
ナ
享

教
讐

訪
ね
る
。

メ
博
士
は
ジ
ョル
ジ
ア
の
コ
ム
ギ
字

者
で
、
こ
の
国
の
特
虚
の
マ
ソ
バ種
の

嚢「マ
ノ
ハ種
は
種
々
の
野
生
形
質
を

も
っ唯
一の
六
壕

コ
ム
ギ
で
あ
る
。

恐
ら
く
に
、
こ
の
穂
は
有
父
以
前
か
ら

戒
培
さ
れ
た
も
っと
も
原
始
的
半
野
生

型
の
コ
ム
ギ
の
現
存
種
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
」

こ
の
櫨
物
は
ジ
ョ
ル
ジ
ア
の西
部
ク

る
昼
が
過
ざ
、
改
、
轍
議
は
趨
明
に
な

る
.
夜
の
暗
燃
の
中
を
落
ち
て
いく
よ

打
つ
こと
にし
粍

メ
ナ
ブ
デ
教
授
の

習
書
「ジ
ョル
ジ
ア
の
小
麦
」
「ジ
ョ

ル
ジ
ア
の農
作
物
」
、
リ
ス
ト
、
論

文
、ま
た
こ
の
国
抽
有
の
小
夏
の
チ
フ

ェ
ービ
種
、ジ
山コ
フ
ス
キ
ー
種
、
マ

ソ
バ種
など
を
分
譲
し
て
も
ら
った
。

こ
の
研
究室
でも
、
私
ど
も
と
問
じ

く
ゲ
ノ
ム
のこ
皇

ハ倍
仕
の
こ
と
も

モ
ズ
コ
ー
学派
の影
唇
を
受
け
る
こ
と

な
し
に独
立の
酬
究
が
続
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
がわ
か
った
。

ロ
ス
ター
リ
ン
の
生
地
口

八
月五
日。
バ
ク
リ
ア
ニ
・エ
ヰ
ス

カ
ー
シ
ョソ
。
れ
彼
四
〇
〇
停。。
午
前

八時
ホ
テ
ル発
.
沿
道
に
広
大
な
ぶ
ど

う
園
を
み
た
。
ゴ
ー
り
で
朝
食
.
こ
の

街は
ス
タ
ーリ
ン
率
産
ん
だ
街
で
、
ス

タ
ーリ
ン
博
物
館
に
は
モ
の
生
家
が
保

存
さ
れて
いた
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
こ
の

街
に生
れ
、
ト
ビ
リ
ソ
の
鉄
道
工
場
で

働
き
、そ
こ
で
覚
員
と
し
て
そ
の
華
々

し
い活
躍
をは
し
め
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
ガ
イ
ド
に
よ
れ
は
、
ス
タ
ー
リ

ン
の
人
気
は
落
ち
目
で
あ
る
と
い
う
。

バ
ク
リ
ア
ニ
は
一八
〇
〇
M
の標
高

に
あ
って
、
豊
か
な
森
林
に
囲
ま
れ
て

美
し
い
避
署
地
で
あ
る
。

こ
の
日
の
収
穫
は
ト
」
ツr
γ
ム
。

ペ
ル
シ
ク
ム
種
。

脚
行
の
工
串
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
五〇
〇

イ
ナ
ー
を
と
る
。
シ
ャ
ン
ペ
ン
で
乾

杯
.
野
菜
サ
ラ
ダ
(ト
マト
と
ヰ
。
ウ

リ
)
、
シ
ャ
シ
リ
ー
ク
料
理
で
一時
を

楽
レ
測だ
.

白
カ
ド
ル
の
ト
ビ
リ
ソ
の
伎
景
は
う

つく
し
い
.

ー
つ
づ
く
i

(京
大
教
餐
郡
長
・生
物
一γ)

▼
訂
正
▲

ム
紀
の
よ
つに
。ゆ櫃
が
め

り
ま
し
た
の
で
お
㎡
けし
て
」
⊥ーズ
し

ま
す
。コム
ギ
紀
仔第
4
回

O
[段
八
行
目

す
ぐ
に
↓
す
べ
て

〇
三
段
四
行
目

「帰
路
」
は
と
り

〇
四
段
治り
か
り三
行
目

A,は
↓
人

人
は
〇
一ハ段
三
行
目

ア
ツラ
一プr
ノ
ナ
岬極

↓
ア
フラ
テ
イ
ク
ム
種

コ
ム
ギ
紀
行
第
五
回

○
最
怒
段
β
り
か
ら
几
打
目

「て

こ
」
は
と
る
。

O
同
六
行
目

前
に
↓
削
の

"自

立

の

思

屍
には
、
嵩

な
も
の
縫

的
で
蒙

時
間
を
い
つ
・・で
も
楚
く
崖

穎
級
7

出衆る坐渥の友
万年筆
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縫
髪
諜
號
襲
墾
躍
"

者
は
転
位
に
お
い
て

同
胞
は
ま
た
生
活
の
口し
さ
のた
め

ぼ
く
を
谷
れな
い

を
つ
し
て
ふ
た
つ
の
腕
でわ
り
のめ

わ
75
い
囲
窮
を
うけ
と
め
て
いる

も
し
b
は
く
がお
と
ず
れ
て
ゆ
け
ば

『
邦
の禁
制
の
思想
め
よ
う
に
も
の

お
し
し
て
む
か
える

【
「ヒ
の
秋
のた
め
に
」
】

と
い
,
た
㎡
に
息
与さ
れ
る
。
後
看
は

幽
渋
的
に
衣
現さ
れ
る
。

ど
こ
に
も
めあ
まり
た
し
か
な
逆
由

は慮
い
と
かん
が
え
る
お
ま
え
と

と
しに
も
価
ずる
{悩
は
な
い
と
し

ん
ず
る
わ
たし
と

と
に
かく
.つ
丁ぐ
りい
飢
氏
の
な
か

か
b
そ
れ
こ
れ
の
友
柘
を
軸
ぴ
つ
け
て

あ
ゆ
述は
し
め
れ
ば
な
りな
い
【
「

恥
差

】

これ
は
人
旅
と
・1識
人
と
の
関
係
で

本
書
に
お
い
て
再
び
現
わ
れ
る
は
ず

た
。
と
も
か
/、倹
は
雁
認
し
て
おけ
ば

よ
い
。

召
本
が
転
位
に
46
い
て
、

一不玄
な
秋
の
す
さ
ま
風
が
ー8く
の
心

を
と
お
り
ぬ
け
る
。

彼
は
異
常
な
竪
張
の
陥
罪
の
予兆
の

[よ
う
に
つ
ぶ
や
く
の
は
与
件
のな
い
空

}た
か
.
v
き

フ
謹

震

2
、件

【へ
の
、
夢
旬
仙へ
の
ド
隆
、肴

ゴ

件
ツ
O

}轡

河

、し

る

.㌦癬
れ
て
ね
む
る
記
、一眼枕
に
山
下

八
月
パ
日
。
休
式。
,

口
圓
万
ド
ル
の
夜景
ロ

八
月
し
目
の
九
塒か
ら
ムツ
へー
タ

の
ト
ノ
ノ
に
め
るド
ジヴ
rリ
ス
・サ

ヶ
ズ
リ
戦
会
の
小
工斗
スカ
ー
シ
コン

こ
の
協
盆
は
四
徴
紀
の半
は
に十
宇
架

を
迎
え
て
本遣
に
て設
Ψ
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
ペ
ル
ソ
ヤ
の侭
階に
よ

って
破
壌
さ
れ
、
へ,は
廃
さ
よと
な
っ

て
い
る
。
こ
の
石
岨教
会
(写
貰
)
は

七
但
紀
に
巡
て
ら
れた
も
の
であ
る
。

ム
ツ
ヘー
タ
を
見お
ろ
す匠
陵
のト
ノ

ゾ
に
あ
っ
て
展
畷雄
入。

八
月
八
日
、
再
び植
物
園
にメ
ナ
プ

デ
教
授
を
訪
間
、
ト
ビリ
ソ出
発
の
あ

い
さ
つ
。
明
目は
ヰ
エ
コに
向
う
の

で
、
こ
の
地
、
滞
征は
今
昌
限
り
で
あ

る
。
兄
の
ヒ
に
あ
る
フ
「ニキ
一フの

レ
ス
ト
ラ
ン
に
⊂
フ
・/
ウ
・'ル
・デ

疑
▽ω蚤
0ひ
⇔バ▽嚢

◇
峯

選

ΩU
5
喫
蝉パ)
{

想

的

拠

点
〆
を

書

か

ね

ば

な

ら

な

か

っ
た

こ

と

}磯
掛

翫
顎
鞭

鐘
の奮

.縄
』1

う
に
し
て
収
穫
さ
れ
る
.
そ
れ
は
ち
ょ

う
ど
テ
ン
プ
ラ
用
の
長
い
「サ
イ笛
」

楚
太
く
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

同
教
授
は
六
憎
性
コ
ム
ギ
の起
源
に

つ
い
て
は
異
説
を
も
っ
て
い
る
。す
な

わ
ち
、
「タ
ル
ポ
コ
ム
ギは
コ
ムギ
の

発
詳
に
関
係
し
て
い
な
い」
こ
いう
.

木
僚
教
授
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、タ
ル

ポ
コ
ム
ギ
が
六
儲性
コ
ムギ
に
Dゲ
ノ

ム
を
接
続
し
た
植
物
であ
る
こと
は
す

で
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の

で
、
そ
れ
に
っ
い
て
突
っこ
む
と
「実

験
デ
ー
タ
に
基
い
て
いる
のだ
か
ら
」

そ
し
て
「私
の
いう
と
こ
ろ
は
近
く
発

表し
ます
か
ら
、そ
れ
を
筍
って
も
ら

い
た
い
」と
いう
ので
「そ
れ
で
は
」

とお
だ
や
か
に餉
鵡
に
12リ
ォ
,ド
を

トビリシの櫃物園内巻見学寸る隊員

《
自
己
疎

外
》
の
概

念

☆

吉
本
の
理
解
概
念
・
定
立

葱

仕
基

'こ
と
に
よ
・て
し
か
存

人聞
は
対
象
的
葎
在
で
あ
る
と
い
う

の
か竃
ξ
Hの
自
然
11
人
間
r
鶉
で
あ

り
、
七
の恐
る
べ
き
思
想
の
根
底
で
あ

る.
マル
ク
ス
の
〈自
d
疎
外
〉の
概

一念
は
告
小
に
める
と
つぎ
の
と
洞
り
で

あ
乙(
【)
人間
は
、
目
熱
体
で
あ
る

(目黙
の
一部
であ
る
)
に
も
か
か
わ

り
ず外
は
自
然
と
対
象
化
関
係
に
人
る

と
目
然を
人聞
化
し
(自
然
の
礫
外
一

態)
人聞
を
圏
然
化
す
る
と
い
う
相
皇

』
】
らは
じ
ま
りざ
る
を
鴛
な
い
と
は
、
こ

の
ぬ
　ロ
ね
　
が
　
せ
ら
れ
る
　
　
は

一毒
は
黒

と
暴

は
毒

の
ゆ
れ
つ

遍

「

【
「〃

以
の

蛸
d
の
九

の

の

【」
】

る
、
〈
ズ
が
、
こ
の
通
わ
に
は
、

・.

π
が
零

論
押
化
・
れ
た
内
欝
界
.

撹

鹸か
あり
つ
りと
乳

ば
、
・⊂
一か
り
埋に
外
鄙
算

へ
と
楚

歪

「

れは
情
況
諭
は
可
能
か
と
い
つ命
題
か
=
ご、
は
じ
め
て
、
外
脇世
界
を
崎理
化

対
磯
的
存
仁で
あ
る
と
い
う
命題
を
対

こく
平
凹
に桐
況
の陳
"
を
設
定
す
る

ロ
し
た
い
　
　
め
の
び
ぽ
や
も　
の
も

瀦
糠
難
懸
麟

自
体
の
構
蓮
批
判
と
し
て
重
〈であ
る

「る
が
)
と
批
判
し
た
後
、
非対
繁
的
な

存
低と
は
41
甘仙
で
あ
る
と
断
ム
す

}

にと
って
は
〉す
な
は
ち
」
体
的
自
然

る
り
　
り
へ
ぼ
く
は
ルを
ダ
ホ
　
す
ロ

∵
。・
い
歯

さ
さ
れ
藷

蕎
を
想

「毫

禁

が
告

な
け
れ
ば
馨
ぬ
・

い
い
か
え
恥
は
、
目
分
の
臥民
の生
盾

意
譲
か
り
の
殉
埋
懲
ビ
、
租
会的
な
現

実
を
変
車
す
る
懲
杢
」レ
て
、地
に祉
}洞
の
た
め
だ
。
そ
し
て
だ
、
空
洞
と
い

蘇
縣
簾
藪
額
[雛
藤
馨
伽ぱ瓠
購

一嬬
羅
霧
鵬
譲
繭
難
矧難
雛
難
㍑

表
塊
の
輕

の
押
に
零

く
我
々
募

何
か
を
お
馨

れ
な
か
・た
の
一そ
豊

で
あ
・た
は
蓬

そし
て
何

ロ

闘藷
薩
い鵜
灘灘
幡聯
藤
識
灘
羅
穫
醜

仙
しな
い。
こ
れ
が
賓
轟
民の
目
然
歯
一定
す
る
な
ら
ば
、
現有
は
任
駅
の
一点
.ー

学
であ
る
。

(二)
この
自
然
哲
学
は
、社会
(巾
一

愚

の薦
で
あ
る
生
露
潔
と
い

つ対
象
化
の場
に
お
い
て
は
自
然
を
加

rす
る
こと
に
よ
って
自
己
を
目
d
の

牛産
物
か
ら
疎
止
に
す
る
。
こ
れ
が
祉

会哲
芋
ま
た
は
経
済
漕
4
で
あ
る
.

(三)
生
産
行
ゐ
を
麗

と
す
る
祉

会
的
な
対
象
化
に
お
い
て
人
闘
は
対
自

だ
す
。
これ
が
槻
念
の
自
己
疎
外
の
哲

学
で
あ
る
。
こ
の
観
念
の
11
己
疎
外
の

餌
≠
は
、
共
同
刊
の
問
麗
と
し
て
、
"小

教
-
法
-
園
累
の
趨
宇
と
な
る
。

1
人
闇
は
対
般
朗
存
る
で
あ
りと
い

う
命
題
に
、
い
よほ
く
は
、
人
間
は
男

「・
蓄

芝
賀

豪

.」叢

の
ヘ
ク
ト
ル
セ
逮
定す
・9弓
りは
¥
由
一

可
高
の
あ
轄

垢
い
・最
初
の

}点
の
反
位
にお
い
て、
一黒
に
お
い
て

交
わ
る
か
、
ある
いは
ず
れ
の
櫛
辿
で

も
っ
て
泥
漢
た
る
反字
宙
の
場
を
聾、え

う
る
が
、
そ
れを
非
存
仙と
す
・O。
さ

♂
鋳

毒

据

い
て
は
と
い
う
訂

声
(?
ζ
に・
獲

し
た
あ
の
鏡

に

r
ξ

て
は
〈
自
体
化
に
は
〉
覗

一 だ
。
圧
う
9し
と
の
で
き
なか
った
の

は
、
岸
川
論
に表
わ
れた
庶
民
愈
識
か

・のト誓
刈・・。反挽
であ崖

冨

を
書か詮
蒙

か・た
の

酌
鯛箋

圃駅
湖
難

剛
群
潴
欝

瓢
醐
臨
靴
よ

か
か
あ
った
の
だ
。
そ
れゆ
えだ
、
そ

の
側
か
の
故
に
こ
そ
、自
立
の
思
想的

-
対
他
構
造
で
あ
る
目
己
幻
誓

つみ
護

剛
存
"
の極
でも
あ
含
庭

蘂
繋
藏
鍵

藪
勲飯
甑翻
鰭
縫

,
膿
し
て
い
る
こ
と
は
確

か
だ
.

お
の
ζ

7
み
な
り
、
悲
惨

の
形
態

の
国
畠

O
両
と

名
の
っ
て
も
よ
い
。

吉

本

の

方

法

・冒
,
°。°;
°°°
,;°,;2

被
の
罪
存
在
の
形
而
上
こ

そ
問
題
で
あ
っ
た
は
ず
だ

伎
は
断
し
て
疑
の
ぬ
。
あ
り
ゆ
り人

が
.」の
㌦
'L
仙を
有
つ
こ
と
を
く
わ
瓦

く
し
は
ほ
ん
と
つ
は
恐
つし
ゆ
っ
た
の

だ
。
世
界
の
と
こ
か
に
わた
し
を
拒絶

6

た
し
の
把
唱
サ
O風
景
か
め
る
や
,に

と
い
ふこ
と
か
、
ヒ
っし
て
さ
ま

ご
ま
15屑
神
の段
階
に
生
存
し
て
い
る

口早大

学
園
短
信

□

新
事
獅
局

体
整
整
う

ス
ト
体
削
解
除
後
』
、
巾、城
的
に
面
一

動
を
行
な
って
い
な
か
った
≠
朗
ヴ
費
,}

全
学
共
闘
会
議
の
5
務
両
会
蹟
が
一目
一

午
後
四
時
か
も
一政
学
友
会
窒
で
行
な

わ
れ
た
。
会
議
は
K
D
綬
艮
の
司
会
で

妃
め
ら
れ
、
先
ず
昂
く闘
憤
の
総
括
か

人
]
君
か
り提
起
さ
れ
、
こ
れ
を
め
ぐ

り
討
論
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
紬
果
、

新
し
い
嚇
務
厨
の
網
成
な
ど
に
つ
い
て

「日
本
の
歴
更
・下
」岩
波
省
届
②水

野
澗
一編
「聚
洋
の
畿
史
。1
」
人物

召来
社
③
北
川
敏
男
編
「情
報科
学講

脱
・1
」
抵
又
国
放
ψ
〈塚
久
雄
召

「祉
会
科
学
の
方
抵
」
岩
波冴
店

大
口
君
の
拠
案
が
可
決
さ
れ
、
新
し
い
一

人
選
を
行
な
った
。
新
議
艮
に
は
森
田
}}

一政
委
員
長
が
決
ま
っ
た
他
、
事
揚
局
一

は
一政
一文
、
文
連
の
各
代
麦
者
で
栂

嚢

る
・
と
・
な
・
㌃

甦

・
ユ

一

㌻

協
代
、琴
り
墾

が
書

れ
た
吏

す
る
風
鑑

る
ので
は
緊
角

わ
藷

で
翁

闘
争
の
ス
。
ー
ジ
ユ
窪

か
確
認
込れ
.
新
た
な
闘
争
に
回
っ
て

雀

(早
人
新
間
+
月
ハ日
号
か
一

畿幽 騰瀦 齋

コンパ、ご宴会に、気軽に御利

用下さい。 庵大将軍、自慢の味
と値段で学生諸君のおいでをお
待ちしてい雲すo

和食・洋食・中醜
ロース焼肉

火將軍
73
ア
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